
 

 

 

大分市ＭＩＣＥ開催補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、大分市において開催される大会、会議、学会、展示会、スポ

ーツ大会等（以下「ＭＩＣＥ」という。）の誘致を促進し、地域経済の活性化及

び交流人口の拡大を図ることを目的として交付する大分市ＭＩＣＥ開催補助金

（以下「補助金」という。）に関し、大分市補助金等交付規則（昭和４９年大分

市規則第５６号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

 （補助対象者） 

第２条 補助金の交付の対象となる者は、ＭＩＣＥの主催者とする。 

（交付対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となるＭＩＣＥ（以下「補助対象事業」という。）は、

大分市で開催されるもので、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

⑴ 九州大会以上の規模で開催されるもの 

⑵ ＭＩＣＥの参加者のうち、大分市内の宿泊施設における宿泊者数が延べ５０

人以上であること。 

⑶ 地域の活性化に大きく寄与するものであって、次のいずれかに該当するもの 

 ア 産業、学術、芸術、文化及びスポーツの振興に寄与するもの 

 イ 市民福祉の向上に寄与するもの 

 ウ 本市の経済に大きな波及効果を及ぼすもの 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が特に認めるもの 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げるＭＩＣＥは、補助の対象としない。 

⑴ 国又は地方公共団体が主催し、又は共催するもの 

⑵ 国、県又は公益社団法人ツーリズムおおいたから同様の趣旨の補助金等の交



 

 

 

付を受けているもの 

⑶ 政治的又は宗教的活動を目的とするもの 

⑷ 営利を目的とするもの 

⑸ 開催順序があらかじめ定められているものであって、大分市での開催が内定

しているもの 

⑹ 交付の申請をする日の属する年度又はその前年度に補助金の交付を受けたも 

 の 

⑺ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２

号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者が主催し、又は

共催するもの 

⑻ その他市長が適当でないと認めるもの 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、補

助対象事業に要する経費のうち、次に掲げる経費とする。 

⑴ 会場使用料 

⑵ 附帯設備使用料 

⑶ 設備及び備品のリース料 

⑷ 会場の設営及び撤去に要する経費 

⑸ 印刷製本費 

⑹ 通信運搬費 

⑺ 参加者を輸送するためのバス等の借上げに要する経費 

⑻ アトラクションに要する経費 



 

 

 

⑼ 講師等の派遣を受けるのに必要な経費 

⑽ その他補助対象事業に要する経費として市長が認めるもの 

（補助金の額等） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費に２分の１を乗じて得た額（１，０００円未

満の端数があるときは、これを切り捨てた額）とし、補助対象事業の参加者のう

ち、大分市内の宿泊施設における宿泊者数の延べ人数に応じ、次の表により算出

した額を限度として交付するものとする。 

延べ宿泊者数 
補助限度額 

（スポーツ大会以外） （スポーツ大会） 

 ５０人以上 ２００人未満 １００，０００円 ５０，０００円 

２００人以上 ３００人未満 ２００，０００円 １００，０００円 

３００人以上 ４００人未満 ３００，０００円 １５０，０００円 

４００人以上 ５００人未満 ４００，０００円 ２００，０００円 

５００人以上 ５００，０００円 ２５０，０００円 

２ 補助金は、予算の範囲内で交付する。 

（交付の申請） 

第６条 補助金の交付を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、大

分市ＭＩＣＥ開催補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、

補助対象事業開始日の１月前（補助対象事業開始日が４月に属する場合にあっ

ては、同月１日）までに、市長に提出しなければならない。 

⑴ 事業計画書 

⑵ 収支予算書 

⑶ 誓約書 

⑷ その他市長が必要と認める書類 

（交付の決定） 

第７条 市長は、前条に規定する申請書の提出があったときは、その内容を審査し、



 

 

 

適当であると認めたときは、補助金の交付を決定し、大分市ＭＩＣＥ開催補助金

交付決定通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。この場合に

おいて、市長は、必要な条件を付すことができる。  

（計画変更の申請等） 

第８条 前条の規定により補助金の交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」と

いう。）は、当該交付決定を受けた事業（以下「補助事業」という。）の内容を

変更しようとするときは、大分市ＭＩＣＥ開催補助金変更申請書（様式第３号）

に関係書類を添えて市長に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、

軽微な変更については、この限りでない。 

２ 市長は、前項の規定による申請書の提出があったときは、その内容を審査し、

適当であると認めたときは変更を承認し、大分市ＭＩＣＥ開催補助金変更承認通

知書（様式第４号）により補助事業者に通知するものとする。この場合において、

市長は、必要な条件を付すことができる。 

 （申請の取下げ） 

第９条 補助事業者は、補助事業を取りやめるときは、大分市ＭＩＣＥ開催補助金

交付申請取下書（様式第５号）を速やかに市長に提出しなければならない。 

（実績報告） 

第１０条 補助事業者は、補助事業が終了した日の翌日から起算して３０日を経過

する日又は第７条の規定による通知を受けた日の属する年度の末日のいずれか早

い日までに、大分市ＭＩＣＥ開催実績報告書（様式第６号）に次の各号に掲げる

書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

⑴ 収支決算書 

⑵ 宿泊証明書 



 

 

 

⑶ 参加者名簿 

⑷ その他市長が必要と認める書類 

（補助金の額の確定） 

第１１条 市長は、前条の規定による実績報告書の提出があったときは、その内容

を審査し、必要に応じて調査し、補助事業が補助金の交付の決定の内容及びこれ

に付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、大分

市ＭＩＣＥ開催補助金交付確定通知書（様式第７号）により、当該補助事業者に

通知するものとする。 

（請求） 

第１２条 前条の規定により補助金の額の確定を受けた補助事業者は、補助金を請

求しようとするときは、大分市ＭＩＣＥ開催補助金交付請求書（様式第８号）を

市長に提出しなければならない。 

（交付決定の取消し及び補助金の返還） 

第１３条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の

交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。この場合において、当該取

消しの部分について、既に補助金が交付されているときは、期限を定めてその返

還を命ずるものとする。 

 ⑴ 補助金を他の用途に使用したとき。 

⑵ 補助金の交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 

⑶ 法令又はこの要綱若しくは市長の指示に違反したとき。 

⑷ 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

（関係書類の整備） 

第１４条 補助事業者は、補助対象事業に係る経費の収支を明らかにした書類及び



 

 

 

帳簿を常に整備しておかなければならない。 

（補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に際し必要な事項は、市長

が別に定める。 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２７年１０月２３日から施行する。 

（新型コロナウイルス感染症対策に係る特例措置） 

２ 令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間、第４条に定めるもののほ

か、新型コロナウイルス感染症対策に必要な場合に限り、補助対象事業に要する

経費のうち次に掲げる経費を補助対象経費とする。 

 ⑴ マスク、消毒液等の消耗品費 

⑵ サーモグラフィ装置、空気清浄機等の賃借料 

⑶ その他補助対象事業に要する経費として市長が必要と認めるもの 

３ 第５条第１項の規定にかかわらず、前項に掲げる補助対象経費に係る補助金の

額は、同項の補助対象経費の額（１，０００円未満の端数があるときは、これを

切り捨てた額）とし、補助対象事業の参加者のうち、大分市内の宿泊施設におけ

る宿泊者数の延べ人数に応じ、次の表により算出した額を限度として交付するも

のとする。 

延べ宿泊者数 
補助限度額 

（スポーツ大会以外） （スポーツ大会） 

５０人以上 ２００人未満 １００，０００円 ５０，０００円 

２００人以上 ２００，０００円 １００，０００円 

 



 

 

 

４ 第５条第１項の規定にかかわらず、前項の適用を受ける場合における補助金の

額は、第５条第１項の規定により算出する額に前項の規定により算出した額を加

えた額とする。 

附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 


